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指標の解説

・HbA1ｃ（ヘモグロビンA1ｃ）とは、糖尿病の診断にも用いられている検査で過去1～2か月間の血糖値コントロール状態が分かります。（正常値は6.2％未満）。糖尿病による合併症頻度は

HbA1ｃの改善度に比例しており、合併症を予防するために、HbA1ｃ（NGSP）を7.0％未満に維持することが推奨されています。したがって、HbA1ｃ（NGSP）が7.0未満にコントロールされ

ている患者さんの割合を調べることは、糖尿病診療の質を判断するにふさわしい指標であると考えられます。

・妊婦中の患者さん低血糖を感知できない糖尿病自律神経症を合併している患者さん、認知症があるため血糖は高めにコントロールした方が安全である患者さんなど、すべての患者さんが

この指標の数値を達成すべきものではありません。

糖尿病の血糖コントロール

HbA1ｃ（NGSP)の最終値が7.0未満の外来患者数

糖尿病の薬物治療を施行されている外来患者数（過去1年以内に糖尿病治療薬が外来合計90日以上処方されている患者）

運動療法または食事療法のみの患者

5387
5562

5924

47.1 47.3
48.3

56.61

60.46 61.3

0

10

20

30

40

50

60

70

0

2000

4000

6000

令和2年度 令和3年度 令和4年度

糖尿病の血糖コントロール

糖尿病の薬物治療を施行されている外来患者数 人

日本病院会QI事業平均値 ％

当院 ％


